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資料 1. 調査団員氏名、所属 

 
 

 
氏名 

 
担当分野 

 
所属 

 
 

宮川勝利 
 

総括 
 
外務省  無償資金協力課 外務事務官 
 

 
杉江拓也 

 
技術参与 

 
厚生労働省（当時厚生省）大臣官房 
国際課国際協力室 国際協力専門官 
 

 
與座  卓 

 
業務主任 

 
株式会社  エムイー企画 
 

 
村尾耕一 

 
機材計画 

 
株式会社  協和コンサルタンツ 
 

 
石川修三 

 
設備計画 

 
株式会社  日本設計 
 

 
藤田文彦 

 
調達計画/積算 

 
 株式会社  エムイー企画 

 
 



資料 2．調査日程 

No. 月日 曜日 基本設計調査実施日程 

1. 10 月 21 日 土 東京発 11:00→ﾊﾞﾝｺｸ 15:30 (TG641) 
調達調査 

2. 10 月 22 日 日 ﾊﾞﾝｺｸ 08:30→ﾔﾝｺﾞﾝ 09:20 (TG303) 
JICA 打合せ、団内打合せ 

3. 10 月 23 日 月 09:00 JICA 表敬訪問 
10:30 日本大使館表敬訪問 
14:00 保健省国際保健局表敬訪問 
15:30 保健省保健局表敬訪問 

4. 10 月 24 日 火 09:30 ﾔﾝｺﾞﾝ総合病院との協議、現況施設調査 
14:00 同上 

5. 10 月 25 日 水 09:00 ﾔﾝｺﾞﾝ総合病院との協議、現況施設調査 
11:00 JICA への中間報告 
17:00 日本大使館への中間報告 

6. 10 月 26 日 木 団内打合せ、資料整理･分析 (ミャンマー国休日) 

7. 10 月 27 日 金 09:00 ﾔﾝｺﾞﾝ総合病院との協議 
15:00 JICA との協議 
16:30 日本大使館との協議 

8. 10 月 28 日 土 団内打合せ、資料整理･分析 

9. 10 月 29 日 日 団内打合せ、資料整理･分析 

10. 10 月 30 日 月 09:00 中央産婦人科病院を視察 
10:30 小児病院を視察 
14:00  WHO を表敬訪問 
15:00  看護大学を視察 

11. 10 月 31 日 火 09:00 ﾔﾝｺﾞﾝ総合病院との協議、現況施設調査 
14:00 同上 
調達計画/積算 ﾔﾝｺﾞﾝ 10:25→ﾊﾞﾝｺｸ 12:05 (TG304) 

12. 11 月 1 日 水 09:00 ﾔﾝｺﾞﾝ総合病院との協議、現況施設調査 
14:00 同上 
調達計画/積算 ﾊﾞﾝｺｸ 11:20→東京 19:00 (TG640) 

13. 11 月 2 日 木 09:00 ﾔﾝｺﾞﾝ総合病院との協議、現況施設調査 
14:00 ﾔﾝｺﾞﾝ総合病院との協議、現況施設調査 
15:00 ｼﾞﾋﾞﾀﾀﾞﾅ ｻﾝｶﾞ病院視察(Jivitadana Sangha Hospital) 

14. 11 月 3 日 金 10:30 ｲｽﾗﾑ病院視察(Muslim Free Hospital) 
15:00 ﾔﾝｺﾞﾝ総合病院との協議 



No. 月日 曜日 基本設計調査実施日程 

15. 11 月 4 日 土 団内打合せ、資料整理･分析 
総括 東京発 11:00→ﾔﾝｺﾞﾝ 18:50 (TG641/ TG305) 

16. 11 月 5 日 日 団内打合せ、資料整理･分析 
技術参与 東京発 11:00→ﾔﾝｺﾞﾝ 18:50 (TG641/TG305) 

17. 11 月 6 日 月 09:00 JICA 表敬訪問 
10:30 日本大使館表敬訪問 
11:45 対外経済関係局表敬訪問 
14:00 保健省保健大臣表敬訪問 
15:40 保健省保健局表敬訪問 

18. 11 月 7 日 火 09:30 ヤンゴン総合病院視察 
13:00 保健省保健局との協議 

19. 11 月 8 日 水 09:30 ミニッツ協議 
14:00 ﾔﾝｺﾞﾝ総合病院調査 

20. 11 月 9 日 木 09:30 ミニッツ署名 
10:30 JICA へ報告 
11:30 日本大使館へ報告 
設備計画 ﾔﾝｺﾞﾝ 10:25→ﾊﾞﾝｺｸ 12:05 (TG304) 

21. 11 月 10 日 金 総括/技術参与 ﾔﾝｺﾞﾝ 19:50→ ﾊﾞﾝｺｸ 21:30 (TG306) 
設備計画 ﾊﾞﾝｺｸ 11:20→東京 19:00 (TG640) 

22. 11 月 11 日 土 団内打合せ、資料整理･分析 
総括/技術参与  ﾊﾞﾝｺｸ 11:20→東京 19:00 (TG640) 

23. 11 月 12 日 日 団内打合せ、資料整理･分析 

24. 11 月 13 日 月 ヤンゴン総合病院協議（機材仕様） 

25. 11 月 14 日 火 ヤンゴン総合病院協議（機材仕様） 

26. 11 月 15 日 水 ヤンゴン総合病院協議（機材仕様） 

27. 11 月 16 日 木 ヤンゴン総合病院協議（機材仕様）、保健局協議（D.G.） 

28. 11 月 17 日 金 9:00 JICA へ報告 
10:30 日本大使館へ報告 

29. 11 月 18 日 土 業務主任/機材計画 ﾔﾝｺﾞﾝ 10:25→ﾊﾞﾝｺｸ 12:05 (TG304) 
調達調査 

30. 11 月 19 日 日 業務主任/機材計画 ﾊﾞﾝｺｸ 11:20→東京 19:00 (TG640) 

 
 
 
 



資料 3．関係者（面会者）リスト 

 

 ① ミャンマー国政府関係者 

       

   ・Ministry of National Planning and Economic Development（国家計画･経済開発省） 
     Mr. Soe Lin, Director General, Foreign Economic Relation Department 
     Ms. Myo New, Director, Foreign Economic Relation Department 
        
   ・Ministry of Health（保健省） 
     Maj.-Gen. Ket Sein, Minster 
     Prof. Dr. Kyaw Myint, Deputy Minister 
     Dr. Wan Maung, Director General, Department of Health 
     Dr. Maung Maung Wint, Director General, Department of Medical Science 
     Dr. Paing Soe, Director General, Department of Medical Research 
     Dr. Hle Pe, Deputy Director General, Department of Health 
     Dr. Tin Win Maung, Director, Medical Care, Department of Health 
     Dr. Pe Thet Htoon, Director, International Health Division 
     Dr. Myint Thaung, Deputy Director, Central Medical Store Depot (CMSD) 
     Dr. Tin Min, Deputy Director, Medical Care, Department of Health 
     Dr. Sas San Win, Assistant Director, Medical Care, Department of Health 
     Dr. Kyaw Htay, Assistant Director, Finance, Department of Health 
 
   ・Yangon General Hospital（ヤンゴン総合病院） 
     Dr. Taik Wan, Medical Superintendent 
     Dr. Myo Than, Deputy Medical Superintendent 
     Dr. Khim Than Nwe, Assistant Medical Superintendent 
         Dr. Kyaw Shee, Assistant Medical Superintendent 
         Dr. Soc Lwin, Assistant Medical Superintendent 
         Dr. Myint Kyu,  Prof., Head of Radiology Department 
         Dr. Khin San Tin,  Prof., Head of Pathology Department 
         Dr. Zeyar Htun, Prof., Pathology Department 
         Dr. Tin Myint,  Prof., Head of Anaesthesia Department 
         Dr. Soe Hlaing,  Lecturer/Consultant Radiologist 
      Mr. Maung Maung, Civil Engineer 
     Mr. Thaung Ayee, Electrical Enginee 
     Ms. Khin Mama, Electronics Engineer 
     Mr. Aung Thu, Electronics Engineer 
          
   ・New Yangon General Hospital（新ヤンゴン総合病院） 
     Dr. Aung Htut, Medical Superintendent 
     Dr. Myo Than, Deputy Medical Superintendent 
     Dr. Khin Than Sein, Deputy Medical Superintendent 
     Dr. Khin Soe Soe Kyu, Assistant Medical Superintendent 
         Dr. Han Win, Lecturer/Consultant Sergeant 
         Dr. Yi Yi Lwin, Consltant Radiologist 
         Dr. Ohnmar Myint, Lecturer/Consultant Pathologist 
         Ms. Tin Shwe, Matron 
 
   ・Central Women Hospital（中央産婦人科病院） 
     Dr. Shwe Oh, Medical Superintendent 
     Dr. San San Hlaing , Deputy Medical Superintendent 

    Dr. Kyin Kin, Consultant/Lecturer Anesthesiologist 
  



   ・Yangon Children Hospital（ヤンゴン小児病院） 
     Dr. Mya Thein, Medical Superintendent 
 
   ・Institute of Nursing（看護大学） 
     Prof. Maung Maung, Head of Mental Health Department 
     Prof. Kathy Lone, Head of Family Health Department 
     Ms. Khin Thansein, Registrar 
 
   ・Jivitadana Sangha Hospital（ジビタダナ サンガ病院） 
     Dr. Hla Shwe, Medical Superintendent 
 
   ・Muslim Free Hospital（イスラム病院） 
     Mr. Moosa A. Madha, President 
     Dr. Shoaib M. Madha, Vice President and Medical Officer 
     Mr. I. M. D. Baggia, Vice President 
     Mr. Ayoob. C. Lulat, Treasurer 
     Mr. A. R. Y. Manjra, General Secretary 
     Mr. Abdul Hai H. Umer, Joint General Secretary 
 
   ・WHO（世界保健機構） 
     Dr. Agostino Borra, Representative 
 
      
② 日本政府関係者 
      
  ・在ミャンマー日本国大使館 

       伊 藤 直 樹            参事官 
            西 尾 保 之         二等書記官 
           古 川 和 弘         二等書記官 
         
   ・JICA ミャンマー事務所 
      青 木 利 通          所長 
      古 市 剛 久          所員 
      島 岡 みぐさ          企画調整員 
      Mr. Maung Maung Than    Programme Officer 



























協力対象事業の概要 
 
 
 
1.協力対象事業名 

ミャンマー国ヤンゴン総合病院医療機材整備計画 

2.我が国が援助することの必要性･妥当性 

（1） 国別援助方針 

ミャンマー国（以下「ミャ」国という）は親日的国家であり、最近の日本からの経済技術協力の

進展、文化･人物の交流等とも相まって両国関係は極めて良好である。独立後一貫して親日国であ

ること、同国の開発ニーズが高いことなどから、我が国援助の重点国の一つとして位置づけられて

いたが、1988 年の政変以降は実質上停止していた。しかしながら、1997 年には ASEAN への加

盟を果たし、我が国も既往継続案件や民衆に直接裨益する基礎生活分野の案件を中心に協力が実施

されている。 

 

（2）国家開発計画 

保健政策の最高決定機関である国家保健委員会の下で、「第 3 次国家保健計画（1996―

2001）」が実施されているが、コミュニティ･ヘルス、疾病対策、環境衛生、保健システム開発、

組織･運営等を戦略としている。本計画はその中の病院医療プログラムの一環として、保健省

保健局管轄のもとに実施される計画として位置付けられている。 

 

（3）当該国の社会･経済事情については基本設計調査報告書の「1－1－3 社会･経済事情」参照

 

3.協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 

本計画は、ヤンゴン市内における交通事故、事件などによる救急患者を処置する唯一の公的病

院であるヤンゴン総合病院において、救急･外来部門の医療機材を整備することにより、ヤンゴ

ン市内の救急患者に対する救急医療サービスの向上を図ることを目的としている。 

 

4.協力対象事業の内容 

（1） 協力対象施設：ヤンゴン総合病院救急･外来部門 

 

（2） アウトプット 

1） ヤンゴン総合病院の救急･外来部門の施設の改修。 

2） ヤンゴン総合病院の医療機材の整備。 

 

資料 6.事前評価表 



（3） インプット 

「ミャ」国側および日本側による本事業へのインプットは以下のとおりである。 

「ミャ」国側 日本側 

インフラ整備 計画機材の調達 

･手術室用機器 

･放射線機器 

･その他診断治療用機器 

建築改修工事の実施 

･空調設備の設置及び関連工事 

･対象施設内配線工事 

機材の据付および引渡し 

 

（4） 総事業費：概算事業費 2.28 億円（日本国側 2.25 億円、「ミャ」国側 0.03 億円） 

 

（5） スケジュール：10.5 ヶ月の工期を予定 

 

（6）実施体制 

責任機関：保健省保健局 

実施機関：ヤンゴン総合病院 

5.プロジェクトの成果 

（1） プロジェクトにて裨益を受ける対象の範囲及び規模：ヤンゴン市内居住者約 540 万人 

（2） 事業の目的（プロジェクト目標）を示す成果指標 

本事業の目的を示す成果指標は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） その他の成果指標：なし 

成果 成果指標 1999 年 2003 年 

救急･外来患者数 26,152 人/年 増加 

CT 検査数 3,950 件/年 増加 

X 線一般撮影件数 25,514 件/年 増加 

超音波検査数 3,740 件/年 増加 

1）救急･外来部門の

診療機能が向上す

る。 

手術件数 3,760 件/年 増加 

CT 検査のための患者の移動時間 10 分 短縮 

X 線現像室（暗室） 2 室 減少 

2）機能が集中化さ

れ、より効率的な運

営維持管理が可能と

なる。 
重篤患者室の設置 0 室 設置される 

CT 検査時間 30 分 短縮 

X 線検査時間 10 分 短縮 

臨床検査時間 20 分 短縮 

3）診療機能の向上に

より患者負担が低減

され、患者数増加に

対応可能となる。 受付から診察までの待ち時間 平均 60 分 短縮 



6.外部要因リスク 

（1） 現地側負担事項実行のために以下の予算が確保される。 

1） 免税措置に関連する経費 

2） 必要に応じて既存機材の撤去または移設等のための費用 

3） 医療機材設置のための一次側工事（電気配線、給排水用配管、空調設備の設置等）費用

4） 医療機材継続活用のための運営維持管理費 

（2） 機材管理体制が強化される。 

 

7.今後の評価計画 

（1） 事後評価に用いる成果指標 

 本事業の事後評価に用いる成果指標は以下のとおりである。 

 

･救急･外来患者数 

･CT 検査数 

･X 線一般撮影件数 

･超音波検査数 

･手術件数 

･CT 検査のための移動時間 

･X 線検査のための移動時間 

･X 線現像室（暗室） 

･重篤患者室の設置 

･CT 検査時間 

･X 線検査時間 

･臨床検査時間 

･受付から診察までの待ち時間 

 

（2） 評価のタイミング 

 事業実施（2001 年）の 2 年後（2003 年）以降。 

注）プロジェクトとは協力対象事業が完成し、相手国がそれを運営することで成果が発現するもの。 
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